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漁況調査 

  

金田 佳久・上田 幸男 
  

 紀伊水道海域および海部沿岸海域における重要資源の動向を明らかにするため，前年度に引き続き調

査を実施した。なお，本調査は平成 10 年度新漁業管理制度推進情報提供事業により実施し，得られた

結果は週間漁海況情報として周年を通して漁業関係機関及び県民に広報した。 

 本調査では関係漁業協同組合の職員の方々に多大なご協力をいただいた。記して謝意を表する。 

調査方法 

 平成 10年 4月から平成 11年 3月にかけ，紀伊水道の 2漁協，海部沿岸の 6漁協の計 8漁協を標本漁

協とし，主要魚介類の地区別，日別，漁法別，銘柄別の操業隻数と漁獲量を調べた。得られた資料は管

理工学研究所製のデータベースソフト「桐」に保存された。 

本報告では平成 10年 1月から同年 6月を上半期，平成 10年 7月から 12月を下半期として，マイワシ，

カタクチイワシ，ウルメイワシ，マアジ，サバ類，シラス，ブリ，タチウオおよびイカナゴの重要魚種

とその他の特徴的な魚介類について平年比(1990～1997年の 8年間)及び前年比をそれぞれ示した。 

結果 

マイワシ 主として海部沿岸の定置網で漁獲される。平年比は上半期 48％，下半期 39％で平年および

前年を下回った。本格的に漁獲が開始されたのは 4月からで，7月までまとまった水揚げがみられ

た。サイズは小中羽で，漁場は海部沿岸下灘に限定されていた。98年上半期は例年 2，3月にみら

れる大羽群(産卵親魚)の来遊はみられなかった。 

カタクチイワシ 主として海部沿岸の定置網で漁獲される。平年比は上半期 110％，下半期 43％であっ

た。6月に大羽主体にまとまった漁獲がみられた。 

ウルメイワシ 海部沿岸の定置網で当歳魚主体に漁獲される。平年比は上半期 124％，下半期 37％であ

った。6，7月にまとまった漁獲がみられたが，8月以降は低調に推移し，平年より，1，2カ月早く

終漁した。 

マアジ 海部沿岸の定置網，一本釣及び敷網(焚入網)で漁獲される。平年比は上半期 101％，下半期 40％

であった。5～7月に平年比を大きく上回るマメアジの水揚げがあったことから，98年級群(マメア

ジ)の発生量は 1997年級群ほどではないが，比較的強い年級群といえる。 
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サバ類 周年を通じて平年を上回る月はなく，上半期が平年の 18％，下半期が 11％で著しく低調であ

った。 

シラス 紀伊水道および海部沿岸のパッチ網でシラスが漁獲される。93年度以降，シラスの漁獲は低調

に推移している。98 年度の平年比は上半期 62％，下半期 71％で全般に低調であった。4 月は平年

比 185％で好漁であったが，本格的な漁期となる 5～9月の水揚げが低調に推移した。下半期は，10，

11月が比較的好漁であった。引き続き内海由来の夏・秋発生群の漁獲の低下が不漁に大きく影響し

ているが，外海由来の春生まれ群やマシラスについても不漁であった。近年の傾向としてシラスの

魚体が小型化し，補給されたものは短期間に集中的な努力量投下により，獲り尽くしてしまうよう

だ。特に，ここ数年の傾向として紀伊水道東部でまとまった漁獲がみられるにもかかわらず，紀伊

水道西部(徳島県側)で漁獲がみられないことが多い。このことは，限られた外海補給群が水道東部

海域で強い漁獲圧を受けていることを示唆している。 

ブリ 平年比は上半期 70％，下半期 123％であった。上半期は 3月に鞆浦の大型定置網にブリの入網が

みられた以外は全般に低調であった。下半期については，鞆浦および宍喰の飼付け漁でメジロが好

漁であった。97年に引き続き，モジャコ漁は不調で，種苗価格は著しく高騰した。 

タチウオ 平年比は上半期 60％，下半期 81％であった。1月と 12月は平年を上回る好漁であったが，

盛期となる春から秋の漁は平年を大きく下回り，資源水準の悪化が懸念される。 

イカナゴ 紀伊水道で当歳魚のみが 2～4月に漁獲される。平年比は上半期のみの漁で 28％で極端な不

良であった。内海域から水道域への卵・稚仔の補給がみられなかったものと思われる。 

その他 主要魚種は全般に低調であったのに対し，高水温を反映してカワハギが平年比 392％，クロマ

グロが 166％，アオリイカが 140％と豊漁であった。イカ・タコ類は，アオリイカのみならず，県

下全域でカミナリイカ，シリヤケイカ，マダコが豊漁であった。特にアオリイカとシリヤケイカに

ついては底びき網で過去最高の水揚げとなった。イカ・タコ類の豊漁は，春から夏にかけての産卵

から稚仔期の高水温が好影響をもたらしたものと考えられる。カワハギは平成 10年 4，5月に流れ

藻に大量に蝟集していたことから，稚仔の生残が良好で補給量が多かったものと推定され，特に海

部沿岸のカワハギ延縄，紀伊水道以北の小型底びき網で豊漁であった。 
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表 1 標本漁協 8漁協の合計漁獲量の推移 

 


